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8月30日、「2008京丹波町カヌーフェスティバル」が由
良川のB&Gカヌー艇庫（坂原）周辺で開催され、カヌー
教室の参加者ら約80人が参加。この催しでは、カヌー
を使ったビンゴ大会や立ち漕ぎパン食い競争、牛乳パ
ックで組み立てたカヌー艇を使ったリレーなどが行わ
れ、参加者はカヌーの楽しさを満喫しました。
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源氏物語を後世に伝えるために
―源氏物語千年紀講演会

既存の地域振興会が意見交換
―住民自治組織によるまちづくり懇談会

子育てで大切なのは「褒める」気持ち
―きらりセミナー☆Ⅱ

楽しみながらグラウンドの草引きを
―第３回北部ナイターであそぼ会

人との出会いや会話が人生をかえる
―子育て講演会

百歳の長寿をお祝いして
―敬老祝賀訪問

竹野小学校のホームページが京都府代表に決定
―Ｊ－ＫＩＤＳ大賞２００８

毎月１日は「あいさつ運動の日」
―京丹波町青少年育成協会が「あいさつ運動」を実施

質美地域の新たな活性化拠点「四季の里」
―旧質美保育所利活用開始式

TOWN NEWS 2008フラッシュ

[シリーズ]まちづくりスクエア
―「住民自治組織によるまちづくり」に向けて

地域活性化への架け橋
―「京都縦貫道・丹波綾部道路
綾部安国寺ＩＣ～京丹波わちＩＣ」が開通

Dr's Message いきいき健康術

に
は
、町
税
収
入
な
ど
町
が
自
ら
の
力
で

収
入
で
き
る
お
金（
自
主
財
源
）と
、国
や

府
か
ら
交
付
さ
れ
た
り
、割
り
当
て
ら
れ
た
り
す
る
お
金

（
依
存
財
源
）が
あ
り
ま
す
。グ
ラ
フ
の
と
お
り
、自
主
財
源

は
歳
入
全
体
の
二
五
・
七
％
で
、残
り
の
七
四
・
三
％
は
国
・

府
支
出
金（
負
担
・
補
助
・
委
託
金
）や
町
債（
借
入
金
）な
ど

に
頼
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

自
主
財
源
の
柱
で
あ
る
町
税
収
入
は
、十
七
億
八
、〇
一

八
万
円
で
、収
入
で
き
な
か
っ
た
未
徴
収
額
が
二
億
七
、五

九
五
万
円
、不
納
欠
損
額
が
三
八
五
万
円
。こ
の
対
策
の
た

め
、町
税
等
徴
収
率
向
上
対
策
委
員
会
で
の
取
り
組
み
や

夜
間
徴
収
窓
口
の
開
設
、差
し
押
さ
え
不
動
産
の
公
売
な

ど
に
よ
り
納
入
率
を
上
げ
る
と
と
も
に
、京
都
府
と
共
同
で

滞
納
税
金
の
徴
収（
滞
納
徴
収
の
共
同
化
）に
努
め
、税
収

の
確
保
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

一
方
、依
存
財
源
の
中
で
最
も
多
く
を
占
め
る
地
方
交
付

税
は
四
十
六
億
二
、一
六
九
万
円
で
、前
年
度
に
比
べ
約
二
、

九
〇
〇
万
円
の
減
。他
に
も
、国
・
府
支
出
金
が
約
二
億
円

の
減
、住
民
税
の
税
源
移
譲
に
よ
り
地
方
譲
与
税
が
約
一
億

一
、五
〇
〇
万
円
の
減
、恒
久
的
減
税
の
廃
止
に
伴
い
地
方

特
例
交
付
金
が
約
二
、二
〇
〇
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

国
が
進
め
る
財
政
構
造
改
革
に
よ
り
、地
方
交
付
税
や

国
・
府
支
出
金
は
今
後
も
減
少
傾
向
に
あ
る
た
め
、国
や
府

へ
の
依
存
率
が
高
い
本
町
に
と
っ
て
、歳
入
の
確
保
は
ま
す

ま
す
厳
し
さ
を
増
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、事
業
の
精
査
や
経
常
経
費
の
縮
減
な
ど
に
よ
り

歳
出
を
抑
え
た
結
果
、借
入
金
は
昨
年
度
に
比
べ
四
億
二
、

二
〇
〇
万
円
の
減
と
な
り
、歳
入
総
額
で
見
る
と
約
十
二

億
九
、〇
〇
〇
万
円
減
の
決
算
と
な
り
ま
し
た
。
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決    算特集

監査委員の決算審査を経て、9月の議会定例会で、平成19年
度一般会計と特別会計の決算が認定されました。歳出決算額
は、一般会計が92億9,584万円（1万円未満四捨五入、以下同
じ）、特別会計などが94億8,476万円（財産区会計除く、以下同
じ）になりました。

総
額
は
、九
十
二
億
九
、五
八
四
万
円
。歳

入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
き
、さ
ら
に
平
成

二
十
年
度
へ
繰
り
越
し
た
事
業
費
一
、九
八
六
万
円
を
差
し

引
い
た
実
質
収
支
額
は
、八
、九
八
二
万
円
の
黒
字
に
な
り

ま
し
た
。

一
方
、財
政
の
弾
力
性
を
判
断
す
る
指
標
で
あ
る
※
経
常

収
支
比
率
は
九
二
・
六
％
で
、前
年
度
に
比
べ
〇
・
七
ポ
イ

ン
ト
増
加
。こ
の
比
率
の
標
準
的
な
数
値
は
七
〇
―
八
〇

％
で
、比
率
が
高
く
な
る
ほ
ど
自
由
に
使
え
る
お
金
が
少

な
く
な
り
、財
政
運
営
が
厳
し
い
状
況
を
示
し
ま
す
。

ま
た
、公
営
企
業（
特
別
会
計
を
含
む
）の
借
入
金
へ
の

繰
出
金
な
ど
を
含
め
た
※
実
質
公
債
費
比
率
は
二
〇
・
三

％
で
、前
年
度
に
比
べ
〇
・
五
ポ
イ
ン
ト
の
減
少
。こ
の
比
率

が
十
八
％
を
超
え
る
と
地
方
債（
借
入
金
）発
行
に
許
可
が

必
要
と
な
り
、二
十
五
％
を
超
え
る
と
町
が
行
う
事
業
で

発
行
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

本
町
で
は
両
比
率
と
も
に
高
い
数
値
を
示
し
て
お
り
、依

然
と
し
て
硬
直
し
た
財
政
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。今
後
ま

す
ま
す
歳
入
の
確
保
が
厳
し
い
状
況
に
な
る
中
、京
丹
波

町
総
合
計
画
の
円
滑
な
推
進
を
図
る
た
め
、行
政
改
革
大

綱
に
基
づ
い
た
経
常
的
な
経
費
の
節
減
は
も
と
よ
り
、受
益

と
負
担
の
公
平
性
が
確
保
で
き
る
適
正
な
財
政
運
営
に
努

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

平
成
十
九
年
度
一
般
会
計
歳
出
の
主
な
も
の
は
、平
成
二

十
二
年
開
通
を
目
指
し
た
山
陰
本
線（
京
都
・
園
部
間
）複

線
化
事
業（
七
、一
七
八
万
円
）、四
十
二
組
織
が
取
り
組
む

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
事
業（
八
六
九
万
円
）、船

井
郡
衛
生
管
理
組
合
へ
の
分
担
金
・
手
数
料（
三
億
一
、五
九

七
万
円
）、京
丹
波
町
総
合
計
画
の
策
定（
二
三
一
万
円
）で
、

他
に
も
住
民
自
治
組
織
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会

や
公
共
料
金
等
審
議
会
、特
別
職
報
酬
等
審
議
会
、行
政
改

革
推
進
委
員
会
な
ど
に
係
る
経
費
を
支
出
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
次
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
支
出
し
ま
し
た
。

■用語解説
【経常収支比率】財政構造の弾力性を示す指標。人件費や公債費など毎年度経常的に支出する経費に対して、町税や地方交付税など毎年度経常的に収入できる一般財源が、
どの程度使われたかを表す比率。
【実質公債費比率】公債費（借入金）による財政負担の程度を示すもので、従来の起債制限比率に反映されていなかった公営企業の公債費への一般会計繰出金などの公債費
類似経費を算入するもの。18％を越えると許可団体、25％を超えると起債制限団体となる。

決    算特集
歳入
［　　］94億

552万円

町税 18.9％
［17億8,018万円］

使用料・手数料 2.3％
［2億1,271万円］

その他 4.5％
［4億2,557万円］

地方交付税 49.1％
［46億2,169万円］

国庫・府支出金
9.3％
［8億7,131万円］

町債10.2％
［9億5,900万円］

交付金など 5.7％
［5億3,506万円］

自主財源
依存財源

歳
入

歳
出

歳出
［　　］92億
9,584万円

総務費 15.1％
［14億546万円］

民生費 17.6％
［16億3,642万円］

衛生費 10.8％
［10億568万円］

議会費 1.0％
［9,139万円］

農林水産業費 10.8％
［9億9,878万円］

その他 1.3％
［1億2,310万円］

公債費 24.6％
［22億8,849万円］

教育費 7.3％
［6億7,922万円］

消防費 3.6％
［3億3,462万円］

土木費 7.9％
［7億3,268万円］

歳入一般
会計

［目的別］歳出一般
会計

平成19年度

＊分担金・負担金、財産収入、
    寄附金、繰入金、繰越金、諸収入

＊地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割
交付金、地方消費税交付金、ゴルフ場利用税交付金、自動車取
得税交付金、地方特例交付金、交通安全対策特別交付金

＊労働費、商工費、
　災害復旧費、諸支出金
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平成19年度

議会運営に関する経費（議員報酬や職員給与など含む） …9,139万円

特別職報酬等審議会の経費 ……………………………………17万円
行政改革推進委員会の経費 ……………………………………25万円
公共料金等審議会の経費 ………………………………………22万円
一般管理に関する経費 …………………………………4億3,817万円
（職員給与や区長会の運営補助、土地開発公社など
各機関への負担金など）
広報京丹波（お知らせ版含む）の発行など ……………………565万円
例規集サポートシステム委託料 ………………………………600万円
その他文書広報に関する経費 …………………………………98万円
財政管理・会計管理に関する経費 ……………………………189万円
財産管理に関する経費 …………………………………2億6,204万円
（町有財産管理、基金積立金など）
総合計画の策定 ………………………………………………231万円
山陰本線複線化事業補助金 ………………………………7,178万円
京都中部地区広域市町村圏協議会など各機関への負担金 …56万円
その他総合企画に関する経費 …………………………………150万円
支所の管理に関する経費（職員給与など含む） ………2億3,733万円
公平委員会に関する経費 …………………………………………2万円
グリーンランドみずほ管理運営委託料 ……………………2,500万円
グリーンランドみずほ改修工事（冷暖房設備など） …………269万円
和知駅構内使用料 ………………………………………………72万円
街灯設置補助金・防犯協会負担金など ………………………256万円
交通対策費 ……………………………………………………183万円
（交通指導員運営経費、交通安全協会運営補助など）
町営バス運行事業会計への繰出金 …………………………4,593万円
自治振興補助金 ………………………………………………850万円
コミュニティー助成事業補助金 ………………………………250万円
地域活動助成調査事業 …………………………………………74万円
（住民自治組織によるまちづくり検討委員会など）
行政情報システムの管理など ………………………………4,627万円
情報化推進に関する経費 ……………………………………3,459万円
（地域イントラネット・インターネット運営など）
有線テレビ（CATV）整備事業（利活用調査委託業務） ……1,654万円
計画書の印刷（男女共同参画・人権教育など） ………………149万円
国際交流協会への補助 ………………………………………300万円
生涯学習推進に関する経費（人権政策の推進など） …………236万円
税務に関する経費（職員給与など含む） …………………1億973万円
戸籍住民基本台帳管理に関する経費（職員給与など含む） 3,796万円
選挙に関する経費（府議選・参議院選） ……………………3,264万円
各種統計調査に関する経費 ……………………………………108万円
監査委員に関する経費 …………………………………………45万円

社会福祉総務費 …………………………………………2億3,515万円
（職員給与や在宅介護支援センター運営、民生児童委員の活動補助など）
国民健康保険特別会計への繰出金（事業勘定分） …………9,674万円
和知高齢者コミュニティセンター管理運営委託 ………………70万円
和知高齢者コミュニティセンター空調設備工事 ……………110万円
共同作業所運営委託 ………………………………………1,694万円
重度心身障がい者通院通所支援事業委託 …………………853万円
障がい者共同作業所入所訓練事業 ………………………4,423万円
重度心身障がい老人健康管理事業給付費 ………………3,292万円
心身障がい者医療給付費 ……………………………………4,324万円
自立支援医療給付扶助費 ……………………………………1,064万円
障がい者自立支援給付費 ………………………………1億2,721万円
その他障がい福祉に関する経費 ……………………………3,957万円
（日常生活用具の給付など）
外出支援・食の自立支援事業委託 …………………………2,027万円
生きがい活動支援事業委託 …………………………………734万円
シルバー人材センター運営補助 ………………………………700万円
老人クラブ連合会活動補助 ……………………………………438万円
後期高齢者医療広域連合分賦金 ……………………………740万円
後期高齢者医療制度対応システム負担金 ……………………234万円
老人医療給付費 ……………………………………………2,983万円
老人ホーム措置費 ……………………………………………946万円
老人保健特別会計への繰出金 …………………………1億8,268万円
介護保険特別会計への繰出金 ……………………………2億405万円
その他老人福祉に関する経費（長寿者報償など） …………1,264万円
国民年金事務に関する経費 ……………………………………33万円
すこやか祝金 ……………………………………………………875万円
心身障がい児通園事業委託 …………………………………508万円
乳幼児医療・すこやか子育て医療給付費 …………………4,526万円
児童手当給付費 ……………………………………………1億625万円
その他児童福祉に関する経費 ………………………………949万円
（チャイルドシート購入助成など）
母子父子福祉に関する経費（母子医療給付費など） …………916万円
保育所の運営管理（職員給与など含む） …………………3億674万円
（仮称）瑞穂保育所新築検討委員会に係る資料作成業務 …100万円

保健衛生総務費（職員給与など） ……………………………7,284万円
検査検診委託 ………………………………………………4,329万円
予防接種業務委託 …………………………………………1,785万円
食生活改善推進事業委託 ………………………………………65万円
不妊治療給付事業補助 …………………………………………23万円
その他保健・予防に関する経費（医師報酬など） ……………526万円
合併浄化槽設置補助金 ……………………………………1,178万円

下水道事業特別会計への繰出金 ……………………………3,261万円
（浄化槽市町村整備推進）
その他環境衛生に関する経費 …………………………………304万円
（狂犬病予防注射や水質検査委託など）
経営診断業務委託 ………………………………………………93万円
南丹病院負担金 ………………………………………………1,719万円
瑞穂病院会計運営補助（出資金・利子含む） …………1億7,046万円
国民健康保険特別会計への繰出金（直診勘定分） …………5,600万円
その他診療所に関する経費（事務経費など） ……………………5万円
保健センターの管理 …………………………………………1,466万円
船井郡衛生管理組合分担金 ……………………………2億7,784万円
ごみ処理手数料 ………………………………………………3,813万円
生ごみたい肥化容器購入助成 …………………………………48万円
資源ごみ集団収集助成 …………………………………………64万円
その他ごみ処理対策に関する経費 ……………………………150万円
簡易水道事業特別会計への繰出金 ……………………2億4,026万円

内職友の会運営補助など ………………………………………133万円

農業委員会の運営 ……………………………………………649万円
農業総務費（職員給与など） …………………………………8,000万円
マスターズハウス管理運営委託 ……………………………1,040万円
丹波食彩の工房管理運営委託 ………………………………1,500万円
瑞穂町農業公社・丹波ふるさと振興公社運営補助 ………1,721万円
農業機械導入補助 ……………………………………………715万円
中山間地域直接支払事業補助 …………………………1億1,344万円
京の米産地づくり事業補助 ……………………………………69万円
農地・水・環境保全向上対策補助 ……………………………869万円
水田農業構造改革対策助成事業 …………………………1,873万円
（特産物作付け奨励、集落営農推進、水稲病害虫防除）
有害鳥獣防除施設設置事業補助（金網、電気柵など） ………698万円
その他農業振興に関する経費（農業施設整備補助など） …2,365万円
環境保全型農業支援事業 ……………………………………258万円
（土づくり推進、牛ふんたい肥散布など）
農業機械導入補助（たい肥ストックヤードなど） ………………876万円
その他畜産業に関する経費 ……………………………………746万円
（元気な地域づくり事業補助など）

農道安栖里坂原線道路改良工事 ……………………………353万円
農業集落道長瀬線橋りょう・道路工事負担金 ………………1,115万円
南丹地区農用地総合整備事業負担金 ……………………9,828万円
小規模老朽ため池整備工事（升谷、洪水吐工） ………………404万円
下水道事業特別会計への繰出金（農業集落排水） ……1億8,522万円
その他農地保全などに関する経費 …………………………5,298万円
（土地改良区運営補助など）
山村開発センターの管理 ………………………………………732万円
農村情報施設管理費（職員給与など含む） …………………1億43万円
山村振興対策事業（町有林整備など） …………………………98万円
林業総務費（職員給与や林業振興会負担金など） …………1,771万円
松くい虫防除委託 ………………………………………………94万円
公有林整備 …………………………………………………1,765万円
緑の公共事業（間伐76haなど） ……………………………1,418万円
森林整備地域活動支援事業 ………………………………1,514万円
生産森林組合運営推進助成 …………………………………282万円
林道峰線開設（和知地区才原・広瀬） ………………………7,609万円
林道の維持管理 ………………………………………………449万円
有害鳥獣捕獲事業 …………………………………………1,860万円
その他林業振興に関する経費（緑の担い手育成事業など） 3,430万円
わち林業センターの運営管理 …………………………………278万円
内水面漁業振興対策事業補助 ………………………………292万円
（和知・由良川漁協への補助）

商工総務費（職員給与など） …………………………………1,408万円
商工会小規模事業経営支援事業補助 ……………………2,836万円
中小企業信用保証料補助 ……………………………………217万円
商業活性化事業補助 …………………………………………120万円
その他の商工振興に関する経費 ………………………………238万円
（消費生活グループ活動補助など）
道の駅「和」・山野草の森・カヌークラブハウス・
アグリパークわちなどの管理委託 …………………………3,356万円
質志鐘乳洞公園管理委託 …………………………………1,246万円
その他観光振興に関する経費 …………………………………314万円
（京都府観光連盟など各機関への負担金など）

こう使った
一般会計［主なもの］

決    算特集

92億円
総務費
 14億546万円

民生費
 16億3,642万円

農林水産業費
 9億9,878万円

商工費
 9,735万円

労働費
 133万円

衛生費
 10億568万円

議会費
 9,139万円

松原町長に平成19年度決算の審査意見書を提出する
人見監査委員（役場町長室・蒲生）
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国
民
健
康
保
険
事
業

事
業
勘
定
分
の
歳
入
は
十
八
億
六
、八

九
六
万
円
で
、そ
の
う
ち
国
民
健
康
保
険

税
収
入
は
四
億
三
、九
七
二
万
円（
二
三
・

五
％
）で
し
た
。歳
出
は
十
八
億
六
、六
五

六
万
円
で
、主
な
も
の
は
保
険
給
付
費
十

一
億
九
、四
六
四
万
円
、人
間
ド
ッ
ク
助
成

な
ど
の
保
健
事
業
と
し
て
一
、六
八
三
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

質
美
診
療
所
分
の
歳
入
は
二
、二
〇
七

万
円
で
、歳
出
は
二
、〇
一
三
万
円
で
し

た
。和

知
診
療
所
の
歳
入
は
三
億
四
、六
〇

二
万
円
で
、そ
の
う
ち
診
療
収
入
が
二
億

四
、八
一
八
万
円
、一
般
会
計
な
ど
か
ら
の

繰
入
金
は
六
、四
五
五
万
円
で
し
た
。歳

出
は
三
億
四
、五
〇
二
万
円
で
、主
な
も

の
は
医
業
費
の
一
億
二
、三
五
三
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

和
知
歯
科
診
療
所
の
歳
入
は
七
、〇
六

六
万
円
で
、歳
出
は
六
、九
一
一
万
円
で
し

た
。老

人
保
健　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

歳
入
は
二
十
億
一
、八
一
八
万
円
で
、歳

出
は
二
十
億
一
、七
三
七
万
円
で
し
た
。

歳
出
の
主
な
も
の
は
、全
体
の
約
九
八
％

を
占
め
る
医
療
給
付
費
の
十
九
億
七
、五

四
二
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

特
別
会
計
決
算
の
概
要

土木総務費 ……………………………………………………8,807万円
（職員給与や各建設促進同盟会への負担金など）
道路台帳整備委託 ………………………………………………98万円
道路の維持管理に関する経費 ………………………………2,166万円
（道路修繕、交通安全施設整備、除雪作業など）
道路改良工事 ……………………………………………2億3,677万円
その他道路改良に関する経費 ………………………………3,844万円
（職員給与や測量設計監理など）
河川総務費（河川維持管理業務委託など） ……………………592万円
河川改良工事（大倉谷川河川改良） ………………………1,486万円
農業基盤整備事業関連河川改修負担金 ……………………368万円
ダム関連対策に関する経費 …………………………………2,678万円
都市計画に関する経費（職員給与など） ………………………399万円
都市公園整備（須知）に関する経費 …………………………4,050万円
下水道事業特別会計への繰出金（公共下水道） ………2億1,835万円
町営住宅管理に関する経費 …………………………………1,199万円
（職員給与や設備保守点検管理など）
町営住宅建設工事（瑞穂地区三ノ宮団地道路舗装など） …2,000万円
その他住宅建設に関する経費 …………………………………69万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　
京都中部広域消防組合負担金 …………………………2億2,951万円
消防団の運営、消防施設の維持管理に関する経費 ………7,938万円
防火水槽設置工事（5基） ……………………………………1,812万円
その他消防施設などの改修に関する経費 ……………………133万円
防災備蓄備品（災害時などに備えた緊急備蓄物資の購入） …99万円
その他防災対策に関する経費（防災無線電波負担金など） …498万円
災害対策に関する経費 …………………………………………31万円

教育総務費（職員給与や教育委員報酬など） …………1億7,250万円
育英資金給付事業特別会計への繰出金 ………………………74万円
下山小学校耐震設計業務委託 ………………………………313万円
丹波ひかり小学校設備改修工事 ………………………………69万円
三ノ宮小学校空調設備設置工事 ………………………………67万円
その他小学校の管理に関する経費 ……………………1億1,548万円
（職員給与など含む）
小学校の教育振興に関する経費 ……………………………3,772万円
（教材、通学バス補助金など）
蒲生野中学校設備改修工事 …………………………………262万円
その他中学校の管理に関する経費（職員給与など含む） …4,839万円
中学校の教育振興に関する経費 ……………………………5,455万円
（外国語指導助手報酬、教材、通学バス補助金など）
幼稚園の管理運営に関する経費（職員給与など含む） ……6,423万円
婦人会活動推進補助 …………………………………………120万円
町文化協会活動推進補助 ………………………………………23万円
伝統芸能等保存活動補助 ………………………………………23万円
青少年育成協会への補助 ………………………………………50万円
子ども会育成補助 ………………………………………………136万円
人権教育推進協議会への補助 ………………………………100万円
その他社会教育総務費（社会教育委員報酬など） ……………574万円
公民館活動に関する経費 ……………………………………3,360万円
文化財保護に関する経費 ………………………………………250万円
体育協会への補助 ……………………………………………400万円
その他社会体育に関する経費（体育指導委員活動など） ……278万円
体育施設の維持管理に関する経費 …………………………1,329万円
学校給食費（職員給与など含む） ………………………1億1,207万円

平成19年度

決    算特集

土木費
 7億3,268万円

消防費
 3億3,462万円

教育費
 6億7,922万円

平成19年度決算について審議する議会の決算特別委員会（役場議場・蒲生）

一般会計 92億9,584万円

特別会計・企業会計 94億8,476万円

国民健康保険事業（事業勘定） 18億6,656万円

国民健康保険事業（質美診療所） 2,013万円

国民健康保険事業（和知診療所） 3億4,502万円

国民健康保険事業（和知歯科） 6,911万円

老人保健 20億1,737万円

介護保険事業（事業勘定） 15億6,734万円

介護保険事業（サービス勘定） 596万円

水道事業 16億571万円

下水道事業 10億7,776万円

土地取得 42万円

育英資金給付事業 156万円

町営バス運行事業 9,772万円

瑞穂病院 8億1,010万円

介
護
保
険
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

事
業
勘
定
の
歳
入
は
十
五
億
九
、六
二
九
万
円

で
、そ
の
う
ち
保
険
料
収
入
が
二
億
七
、一
七
六
万

円（
一
七
％
）で
し
た
。歳
出
は
十
五
億
六
、七
三
四

万
円
で
、そ
の
う
ち
保
険
給
付
費
は
十
四
億
七
、

〇
九
四
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
の
歳
入
は
六
四
七
万
円

で
、歳
出
は
五
九
六
万
円
。歳
出
の
主
な
も
の
は
、

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
委
託
の
五
五
三

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

水
道
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

歳
入
は
十
六
億
二
、九
八
六
万
円
で
、そ
の
う

ち
水
道
使
用
料
は
四
億
八
、四
七
八
万
円（
二
九
・

七
％
）で
し
た
。歳
出
は
十
六
億
五
七
一
万
円
で
、

そ
の
う
ち
丹
波
・
瑞
穂
地
区
統
合
簡
易
水
道
整
備

事
業
に
六
億
一
、一
四
五
万
円
、和
知
地
区
簡
易
水

道
統
合
整
備
事
業
に
二
億
五
、二
五
五
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

下
水
道
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

歳
入
は
十
億
七
、七
八
四
万
円
で
、歳
出
は
十

億
七
、七
七
六
万
円
で
し
た
。歳
出
の
主
な
も
の
は
、

農
業
集
落
排
水
費
に
九
、〇
五
五
万
円
、公
共
下

水
道
費
に
一
億
五
、六
五
四
万
円
、集
合
処
理
区

域
以
外
の
区
域
に
町
が
浄
化
槽
を
設
置
す
る
浄

化
槽
市
町
村
整
備
推
進
施
設
費
に
八
、六
三
二
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

土
地
取
得　

歳
入
は
四
三
万
円
で
、歳
出
は
四
二
万
円
で
し
た
。

育
英
資
金
給
付
事
業　

歳
入
は
一
五
七
万
円
で
、歳
出
は
一
五
六
万
円
で

し
た
。歳
出
の
主
な
も
の
は
、大
学
生
七
人
に
一
一

七
万
円
、高
校
生
四
人
に
三
〇
万
円
の
奨
学
金
を

支
出
し
ま
し
た
。

町
営
バ
ス
運
行
事
業　
　
　
　
　
　
　

　

歳
入
は
九
、八
一
〇
万
円
で
、そ
の
う
ち
運
賃
収

入
な
ど
の
事
業
収
入
は
三
、五
六
一
万
円（
三
六
・

三
％
）で
し
た
。歳
出
は
九
、七
七
二
万
円
で
、主
な

も
の
は
、中
型
バ
ス
購
入（
六
十
一
人
乗
り
、ワ
ン
ス

テ
ッ
プ
）に
一
、五
八
六
万
円
を
支
出
し
ま
し
た
。

瑞
穂
病
院　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

収
益
的
収
支（
消
費
税
抜
き
）に
つ
い
て
は
、収

入
額
が
七
億
五
、六
二
〇
万
円
、支
出
額
が
八
億

一
、〇
一
〇
万
円
で
、収
支
差
引
五
、三
九
〇
万
円

の
損
失
と
な
り
ま
し
た
。

収
入
の
う
ち
、医
業
収
益
は
六
億
五
六
四
万

円
。看
護
師
の
確
保
や
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
の
開
始
な

ど
に
よ
り
、医
業
収
益
は
前
年
度
と
比
べ
て
四
、四

六
七
万
円
の
増
収
と
な
り
ま
し
た
。一
方
、支
出
の

う
ち
、医
業
費
用
は
七
億
五
、七
八
七
万
円
で
し

た
。平

成
十
九
年
度
の
入
院
患
者
数
は
延
べ
一
万

三
、三
六
八
人（
前
年
度
比
二
・
七
ポ
イ
ン
ト
の

減
）、外
来
患
者
は
延
べ
三
万
三
、六
三
〇
人（
前
年

度
比
五
・
六
ポ
イ
ン
ト
の
減
）で
し
た
。

　　　　　　　会計名 本年度  　　

■会計別歳出決算額
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S
1

quare

Series　

まちづくりスクエア
S

Topics

quare
まちづくりスクエア

シリーズ　

今
な
ぜ
、住
民
自
治
組
織
が

必
要
な
の
か
。
シ
リ
ー
ズ「
ま
ち
づ
く
り
ス
ク
エ
ア
」で
は
、地
方
分

権
が
進
む
中
、全
国
的
に
注
目
を
集
め
て
い
る「
住
民

自
治
組
織
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

初
回
は
、住
民
自
治
組
織
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
目

的
や
意
義
、必
要
性
な
ど
を
み
て
い
き
ま
す
。

集
落
を
守
り
、

維
持
し
て
い
く
た
め
に

過
疎
化
、少
子
高
齢
化
が
進
む
今
の
地

域
社
会
。こ
れ
ま
で
地
域
を
支
え
て
き
た
基

幹
産
業
で
あ
る
農
林
業
を
は
じ
め
、さ
ま

ざ
ま
な
地
域
活
動
に
お
い
て
担
い
手
が
不

足
し
、地
域
の
活
力
は
減
退
傾
向
に
あ
り

ま
す
。ま
た
、人
び
と
の
就
業
が
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
化
し
た
こ
と
や
、生
活
ス
タ
イ
ル
、価

値
観
の
変
化
な
ど
に
よ
っ
て
、農
耕
社
会
の

中
で
築
か
れ
て
き
た
従
来
の
集
落
機
能
や

仕
組
み
が
崩
れ
つ
つ
あ
り
、そ
の
維
持
が
困

難
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、集
落
に
お
い
て

は
、運
営
体
制
の
見
直
し
や
従
来
の
仕
組

み
の
改
善
を
図
る
な
ど
の
努
力
が
重
ね
ら

れ
て
い
ま
す
。例
え
ば
組
の
再
編
や
役
員
体

制
の
見
直
し
、年
間
行
事
の
簡
素
化
な
ど

で
す
。

し
か
し
、こ
う
し
た
簡
素
化
や
効
率
化

を
図
っ
て
も
、過
疎
化
、少
子
高
齢
化
が
著

し
い
集
落
に
お
い
て
は
、草
刈
り
や
道
つ
く

り
、河
川
の
清
掃
な
ど
の
共
同
作
業
が
、ひ

と
つ
の
集
落
の
力
で
は
維
持
で
き
な
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
厳
し
い
現
実
を
踏
ま
え
、将
来
に
わ

た
っ
て
集
落
を
維
持
し
、自
分
た
ち
が
住
ん

で
い
る
地
域
を
守
っ
て
い
く
た
め
の
ひ
と
つ

の
方
策
が「
住
民
自
治
組
織
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
」、す
な
わ
ち
、諸
活
動
を
広
域
的

な
連
携
で
負
担
し
あ
う
共
助
の
仕
組
み
づ

く
り（
左
上
の
図
）で
す
。

人
材
、連
携
で

地
域
力
を
高
め
る
た
め
に

そ
れ
で
は
、人
口
や
後
継
者
の
面
で
、ま

だ
危
機
的
状
況
に
な
い
地
域
で
は
、住
民

自
治
組
織
は
必
要
な
い
の
か
と
い
う
と
、そ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。住
民
自
治
組
織
の

目
的
・
意
義
は
、先
に
述
べ
た
集
落
の
機
能

を
た
だ
守
る
た
め
だ
け
で
は
な
く
、防
犯
、

防
災
、農
地
保
全
、環
境
美
化
、高
齢
者
福

祉
活
動
な
ど
時
代
と
と
も
に
多
様
化
・
複

雑
化
す
る
地
域
課
題
を
解
決
し
、自
分
た

ち
の
住
ん
で
い
る
地
域
を
住
み
良
い
地
域

に
し
て
い
く
こ
と
に
も
あ
り
ま
す
。　　

す
な
わ
ち
、住
民
自
治
組
織
と
い
う
、従

来
の
集
落
の
枠
を
超
え
た
広
域
的
な
枠
組

み
の
中
で
、多
様
な
人
材
の
参
画
と
互
い
が

連
携
で
き
る
仕
組
み
を
築
き
、そ
こ
か
ら

生
ま
れ
る
新
し
い
力
を
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

課
題
の
解
決
や
地
域
の
活
性
化
に
生
か
し

て
い
く
こ
と
に
、住
民
自
治
組
織
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
の
意
義
が
あ
る
の
で
す
。

 

広域的な
連携による
共助の仕組み

図は地域内のそれぞれの組織の負担

割合を円でイメージして表しています。

中央に「住民自治組織」の円を描くことで、重なり合う部分ができま

す。この部分は住民自治組織が担う部分であり、重なり合う部分を大

きくすることで、集落など各組織の負担を軽減するというのが、住民

自治組織が目指す「広域的な連携による共助の仕組み」です。

例えば、草刈りや道つくり、休耕田対策などを広域的な連携で人

材を集めて行うことで、その分、各集落の負担を軽減していこうとい

うものです。

住民自治組織イメージ図

集落

住民自治組織

PTA

有志
の会老人会

婦人会

集落集落

集落

本年３月に策定した「住民自治組織によるまち
づくり基本指針」

職員は、グループワークで意見を交わし、「協働のまち
づくり」と「住民自治組織」について理解を深めました。
（町中央公民館、蒲生） ９月４日に開いた「既存の住民自治組織によるまちづく

り懇談会」。町内にすでに５つある組織（瑞穂４、和知１）
の役員が懇談しました。（瑞穂支所大会議室、橋爪）

地
域
と
行
政
と
の

「
協
働
の
羅
針
盤
」

―
住
民
自
治
組
織
に
よ
る

　

ま
ち
づ
く
り
基
本
指
針

地
域
と
行
政
と
の
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
、町
は
本
年
三
月
、「
住

民
自
治
組
織
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
基

本
指
針
」を
策
定
し
ま
し
た
。

同
指
針
は
、区
長
会
や
議
会
の
代
表

者
、公
募
の
町
民
な
ど
十
五
人
で
つ
く

る
検
討
委
員
会（
平
成
十
八
年
十
一
月

発
足
）が
、約
一
年
か
け
て
住
民
自
治
に

よ
る
地
域
づ
く
り
の
あ
り
方
や
、そ
の

仕
組
み
を
研
究
・
検
討
し
、ま
と
め
た

報
告
書
に
基
づ
い
て
策
定
し
た
も
の

で
す
。基
本
理
念
を「
元
気
な
人
、元
気

な
地
域
、躍
動
す
る
ま
ち
づ
く
り
」と

し
て
、「
自
主
・
自
立
」「
個
性
化
」「
一
体

化
」「
地
域
力
」「
協
働
」と
い
う
住
民
自

治
組
織
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
五
つ

の
目
的
を
定
め
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、組
織
の
役
割
や
範
囲

（
区
域
）な
ど
の
あ
り
方
、町
の
推
進
体

制
な
ど
も
定
め
て
い
ま
す
。

全職員を対象に
研修を実施

Column　まちづくりメモ

はこのほど、職員の意識改革

や、「協働」「住民自治組織に

よるまちづくり」への理解を

深めることを目的として、全職員を対象に

職員研修を行いました。

研修は、前期（７月）、後期（８月）の２回

実施。前期は「協働のまちづくり」、後期は

「住民自治組織によるまちづくり」をテーマ

に、６人のまちづくり推進担当が説明やグ

ループワークの進行を行いました。

職員は、グループワークを通じて、日常

業務や地域での課題などを振り返りなが

ら「協働」に対する認識や「住民自治組織

によるまちづくり」への理解を深めました。

受講後の職員の感想の中には、「町民と

行政が押し付けあうのではなく、互いが中

間点を見出し『協働』していくことが重要」

や、「一住民である職員が地域の中で、『縁

の下の力持ち』的な働きをしていくことが

大切」などの意見がありました。

町
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京都府内の北部地域と南部地域を結ぶ「京都縦貫自動車道（京都
縦貫道）」。今回、綾部安国寺インターチェンジ（IC、綾部市安国寺町）
─京丹波わちIC（才原）までの7.7キロメートルが開通したことを記念
して、9月7日に開通プレイベント、13日に開通式が開催されました。

 

京
都
縦
貫
道
・
丹
波
綾
部
道
路（
綾
部
安
国
寺
Ｉ
Ｃ
│
京
丹
波

わ
ち
Ｉ
Ｃ
）の
開
通
式
が
九
月
十
三
日
、山
田
啓
二
知
事
や
地
元

住
民
ら
約
二
百
五
十
人
が
参
加
す
る
中
、京
丹
波
わ
ち
Ｉ
Ｃ（
才

原
）で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
山
田
知
事
は
、「
今
回
の
開
通
に
よ
り
京
都
府
域
全
体

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
す
る
。道
路
整
備
の
財
源
に

つ
い
て
は
厳
し
い
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、『
真
に
必
要
な
道

路
』と
し
て
、平
成
二
十
六
年
度
の
全
線
開
通
を
目
指
し
た
い
」と

式
辞
を
披
露
。そ
の
後
、主
催
者
と
し
て
谷
垣
禎
一
国
土
交
通
大

臣
が
、「
京
都
縦
貫
道
は
産
業
や
経
済
の
発
展
を
支
援
す
る
道
路

と
し
て
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。府
内
の
活
性
化
の
た
め
に
も
、

　

京
都
縦
貫
道
は
、府
内
の
一
体
的
な
発
展
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
に
、久
御
山
町
か
ら
宮
津
市
ま

で
の
全
長
約
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
結
ぶ
高
規
格

幹
線
道
路（
自
動
車
専
用
道
路
）と
し
て
整
備
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
道
路
は
、京
都
第
二
外
環
状
道
路（
久
御

山
I
C

─

沓
掛
I
C
間
、十
五
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
）、京
都
丹
波
道
路（
沓
掛
I
C

─

丹
波
I
C

間
、三
十
一・
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）、丹
波
綾
部
道

路（
丹
波
Ｉ
Ｃ

─

綾
部
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン（
Ｊ
Ｃ

Ｔ
）間
、二
十
九
・
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）、綾
部
宮
津

道
路（
綾
部
Ｊ
Ｃ
Ｔ

─

宮
津
天
橋
立
Ｉ
Ｃ
間
、二

十
三
・
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）の
四
事
業
名
で
整
備

が
行
わ
れ
て
お
り
、平
成
二
十
六
年
度
の
全
線
開

通
に
向
け
て
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
開
通
し
た
区
間
は
、橋
や
ト
ン
ネ
ル
を
含

め
て
全
長
七
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、設
計
速
度

八
十
㌔
の
四
車
線（
暫
定
二
車
線
供
用
）道
路
。こ

の
道
路
を
利
用
す
る
こ
と
で
、一
般
国
道
二
七
号

よ
り
も
約
十
五
分
間
短
縮
さ
れ
、京
都
市

─

宮

津
市
間
の
所
要
時
間
も
約
二
時
間
か
ら
約
一
時

間
四
十
五
分
と
な
り
ま
す
。

整備が進む
京都縦貫道

　

ま
た
、京
丹
波
わ
ち
Ｉ
Ｃ
に
は
Ｅ
Ｔ
Ｃ
専
用
レ

ー
ン
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、宮
津
天
橋
立
Ｉ
Ｃ
間

の
利
用
時
に
、「
Ｅ
Ｔ
Ｃ
通
勤
時
間
帯
割
引
」を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　　
　

※
割
引
対
象
と
な
る
の
は
、午
前
七
時
―
九
時
、午
後
五

時
―
七
時
ま
で
の
時
間
帯
に
、各
Ｉ
Ｃ
の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
専
用

レ
ー
ン
を
通
過
し
た
場
合
で
、利
用
し
た
区
間
の
通
行

料
金（
左
表
）が
二
十
％
割
引
さ
れ
ま
す
。

軽自動車
など

距離
（km）

普通車 中型車 大型車 特大車

料　　金　　（円）

京丹波わちICからの通行料金表

京丹波わち

区　　間　　名

～綾部安国寺

～舞鶴大江

～宮津天橋立

200

500

800

250

650

1,000

300

800

1,200

400

1,050

1,650

700

1,800

2,750

7.7

22.4

33.7

京
都
縦
貫
道
の
開
通
を
記
念
し
て

「
開
通
式
」を
開
催

テープカットを行う関係者と児童

道路の完成を祝って式辞を述べる山田知事

山田知事と谷垣大臣が署名したメッセージボードを披露する和知小学校の児童

パレードに参加する地元のみなさん

地域活性化への架け橋―京都縦貫道・丹波綾部道路

が開通
↔綾部安国寺IC 京丹波わちIC

全
線
開
通
に
向
け
て
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
努
力
し
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
行
わ
れ
た
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に
は
、山
田
知
事
や

関
係
者
ら
と
と
も
に
地
元
小
学
校
の
児
童
が
参
加
。司
会
者
の
合

図
で
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
る
と
、児
童
ら
は
そ
れ
に
合
わ
せ

て
、手
に
持
っ
た
エ
コ
風
船
を
空
に
放
ち
ま
し
た
。

　

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
後
、和
知
小
学
校
、東
八
田
・
東
綾
小
学
校

（
綾
部
市
）の
児
童
が
作
成
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ー
ド
が
披
露
さ

れ
、そ
れ
ぞ
れ
に
山
田
知
事
と
谷
垣
大
臣
が
自
筆
で
署
名
。和
知

小
学
校
の
ボ
ー
ド
に
は
、「
買
い
物
に
行
く
の
に
早
く
行
け
る
よ
う

に
な
っ
て
よ
か
っ
た
。遠
い
と
こ
ろ
に
行
く
の
に
便
利
に
な
っ
て
よ

か
っ
た
」と
、児
童
ら
の
思
い
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、関
係
者
と
児
童
の
記
念
撮
影
や
和
知
太
鼓
保
存
会
に

よ
る
祝
い
太
鼓
の
披
露
、そ
し
て
式
の
最
後
に
は
、参
加
者
ら
が
車

に
乗
車
し
て
綾
部
安
国
寺
Ｉ
Ｃ
ま
で
を
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、同
日
の
午
後
三
時
に
は
一
般
供
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
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いきいき健康術 第14回

年
、住
民
健
診
が
行
わ
れ
、結
果
返
し
の
後
、多
く
の
方

が
そ
の
結
果
を
持
っ
て
病
院
で
受
診
さ
れ
ま
す
が
、い

く
つ
か
の
問
題
点
が
あ
り
ま
す
。

健
診
結
果
で
驚
か
な
い
で

　

一
番
多
い
の
は
、「
あ
な
た
の
検
査
値
に
問
題
が
あ
る
」と
指
摘
さ

れ
て
、病
気
と
思
い
込
ん
で
受
診
さ
れ
る
こ
と
で
す
。異
常
と
指
摘
さ

れ
た
方
は
び
っ
く
り
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、多
く
の
場
合
は
正
常

範
囲
か
問
題
が
な
い
状
況
で
す
。

　

こ
れ
は
検
査
機
関
の
検
査
項
目
に
対
す
る
正
常
範
囲
が
か
な
り

狭
く
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、数
値
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
処
理
の
た

め
、少
し
で
も（
た
と
え
〇
・
〇
一
で
も
）は
ず
れ
て
い
た
ら
異
常
値
と

し
て
表
記
さ
れ
る
こ
と
な
ど
が
原
因
と
思
わ
れ
ま
す
。

医
療
機
関
で
受
診
す
る
時
は
、

こ
れ
ま
で
の
健
診
結
果
を
持
参
し
て

　

自
分
の
検
査
値
に
病
的
な
意
味
が
あ
る
か
ど
う
か
は
、そ
の
時
だ

け
で
な
く
、以
前
か
ら
の
数
値
の
変
化
も
大
事
で
す
の
で
、健
診
結

果
を
持
っ
て
受
診
さ
れ
る
時
は
、今
ま
で
の
健
診
結
果
や
健
康
手
帳

な
ど
も
持
参
し
、医
師
の
話
を
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

健
診
結
果
の

生
か
し
方

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、町
立
病
院
・
診
療
所
の
医
師
や
専
門
職
員
が
み
な

さ
ん
に
お
届
け
す
る
健
康
情
報
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

今
回
の
担
当
は
瑞
穂
病
院
の
内
科
医
師　

林
靖
彦
先
生
。み
な
さ
ん

が
受
診
さ
れ
て
い
る
健
診
結
果
の
生
か
し
方
に
つ
い
て
の
お
話
で
す
。

毎

内科医師　林靖彦先生（瑞穂病院）

　

受
診
に
関
し
て
は
、広
報
京
丹
波
お
知
ら
せ
版
に「
町
立
医
療
施

設
の
一
週
間
の
診
療
体
制
」が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、ご
参
照
い

た
だ
き
、身
近
な
医
療
機
関
と
し
て
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

検
査
値
に
問
題
が
あ
れ
ば

必
ず
医
療
機
関
で
受
診
を

　

健
診
で「
問
題
が
あ
る
」と
指
摘
さ
れ
て
も
、医
療
機
関
で
受
診
さ

れ
な
い
方
が
あ
り
ま
す
。健
診
は
、病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
の
で
、自
分
自
身
で
判
断
せ
ず
に
必
ず
医
療
機

関
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、体
の
変
化
を
知
る
こ
と
が
病
気
の
予
防
に
つ
な
が
る
の
で
、

毎
年
、健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

瑞
穂
病
院
で
は
、本
年
四
月
か
ら
毎
月
の
第
二
・
第
四

土
曜
日
の
午
前
中
に
内
科
と
小
児
科
の
診
療
を
行
っ
て
い

ま
す
。

（
電
話
）８
６－

０
２
2
０
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九
月
七
日
、京
都
縦
貫
道
の
開
通
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

「
開
通
前
の
高
速
道
路
を
歩
い
て
み
よ
う『
風
の
道
』

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」が
、京
丹
波
わ
ち
Ｉ
Ｃ
で
行
わ
れ
、

町
内
外
か
ら
約
千
五
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

本
町
と
綾
部
市
が
主
催
す
る
こ
の
催
し
は
、京
都

縦
貫
道
の
開
通
を
記
念
し
て
、地
元
の
み
な
さ
ん
へ

の
お
礼
や
開
通
の
Ｐ
Ｒ
を
目
的
に
実
施
。松
原
町

長
が
開
会
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
後
、四
方
八
州
男
綾

部
市
長
が
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
開
始
を
知
ら
せ
る
号
砲

を
鳴
ら
す
と
、参
加
者
は
一
斉
に
出
発
地
点
の
料
金

所
か
ら
歩
き
出
し
ま
し
た
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
は
、同
Ｉ
Ｃ
│
乙
味
川
橋

ま
で
の
往
復
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。参
加
者
は
、初
め

て
見
る
周
り
の
景
色
や
、開
通
後
に
は
ゆ
っ
く
り
と

見
る
こ
と
が
で
き
な
い
乙
味
川
橋
か
ら
眺
め
る
田

園
風
景
な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら
、新
し
く
整
備
さ
れ

た
道
路
を
一
歩
一
歩
進
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、同
Ｉ
Ｃ
横
の
広
場
に
設
け
ら
れ
た「
に
ぎ

わ
い
テ
ン
ト
村
」で
は
、高
速
道
路
管
理
用
車
両（
除

雪
車
な
ど
）や
紹
介
パ
ネ
ル
の
展
示
、京
都
縦
貫
道

が
全
線
開
通
し
た
時
に
送
ら
れ
る「
丹
波
綾
部
道

路
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル（
未
来
の
自
分
に
宛
て
た
手

紙
）」の
実
施
、わ
ち
ふ
れ
あ
い
朝
市
の
会
に
よ
る
地

元
新
鮮
野
菜
市
な
ど
が
用
意
さ
れ
、歩
き
終
え
た

参
加
者
ら
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

千
五
百
人
が
参
加
し
た

開
通
前
の
高
速
道
路
を
歩
く

「
風
の
道
」ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

周りの景色を眺めながら、ゆっくりと歩く参加者

オープニングセレモニーにおいて、
開会のあいさつを述べる松原町長

5キロメートルを歩き終えてゴールする参加者 乙味川橋から眺める田園風景 この日しか体験できない、
高速道路のウォーキングを楽しむ参加者

地元で採れた新鮮な農産物を販売する
わちふれあい朝市の会

未来の自分に宛てた手紙を書いて投函する参加者

地域活性化への架け橋、京都縦貫道・丹波綾部道路

が開通↔綾部安国寺IC 京丹波わちIC

し   

か
た   
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源
氏
物
語
を

後
世
に
伝
え
る
た
め
に

源
氏
物
語
千
年
紀
講
演
会

京丹波のまちのニュースを
お届けします

フラッシュ

TOWN NEWS 2008

源
氏
物
語
千
年
紀
講
演
会（
京
丹
波
村
お

こ
し
ふ
る
里
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
京
丹
波
町
文
化

協
会
主
催
）が
八
月
三
十
一
日
、道
の
駅「
和
」

伝
統
芸
能
常
設
館
で
開
催
さ
れ
、町
内
外
か

ら
約
百
八
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、源
氏
物
語
の
存
在
が
記
録

さ
れ
て
か
ら
今
年
で
千
年
を
迎
え
る
こ
と
を

記
念
し
て
、源
氏
物
語
が
宿
す
日
本
文
化
の

美
と
思
想
を
後
世
に
伝
え
る
こ
と
を
目
的
に

実
施
。講
演
会
で
は
、和
知
邦
楽
同
好
会
に
よ

る「
夕
顔
」の
演
奏
や
、神
心
流
吟
と
舞
教
室

に
よ
る「
静
御
前
」の
吟
詠
・
詩
舞
が
披
露
さ

れ
、満
席
と
な
っ
た
会
場
の
み
な
さ
ん
を
楽
し

ま
せ
ま
し
た
。

ま
た
、愛
知
教
育
大
学
名
誉
教
授　

文
学

博
士
・
井
爪
康
之
さ
ん（
西
河
内
）が「
紫
式
部

を
偲
ん
で
」を
テ
ー
マ
に
講
演
。井
爪
さ
ん
は
、

現
在
ま
で
多
く
の
方
に
愛
さ
れ
る
源
氏
物
語

の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
に
、文
章
内
に
込
め
ら

れ
た
紫
式
部
の
想
い
や
夢
な
ど
を
解
読
し
、

参
加
者
に
資
料
を
使
っ
て
わ
か
り
や
す
く
話

さ
れ
ま
し
た
。

既
存
の
地
域
振
興
会
が
意
見
交
換

住
民
自
治
組
織
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

住
民
自
治
組
織
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
懇
談

会
が
九
月
四
日
、各
地
域
振
興
会
役
員
ら
二

十
五
人
が
出
席
す
る
中
、瑞
穂
支
所
で
開
催

し
ま
し
た
。

懇
談
会
は
、既
存
の
地
域
振
興
会
の
連
携

強
化
と
情
報
交
換
な
ど
を
目
的
に
実
施
。会

議
で
は
、昨
年
度
に
策
定
し
た
住
民
自
治
組

織
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
基
本
指
針
や
先
進
地

の
事
例
報
告
、町
内
の
現
状
を
ま
ち
づ
く
り

推
進
担
当
者
が
説
明
し
た
後
、各
地
域
振
興

資料を使ってわかりやすく講演される井爪さん
（道の駅「和」伝統芸能常設館・坂原）

源氏に愛された女性を題材にした「夕顔」を演奏する和知邦楽同好会のみなさん懇談会であいさつをする松原町長（瑞穂支所・和田）

百
歳
の
長
寿
を

お
祝
い
し
て

敬
老
祝
賀
訪
問

九
月
十
八
日
、松
原
町
長
と
京
都
府
南
丹

保
健
所
・
横
田
昇
平
所
長
が
、百
歳
の
長
寿
を

お
祝
い
す
る「
敬
老
祝
賀
訪
問
」を
行
い
ま
し

た
。こ

の
事
業
は
、本
年
度
に
百
歳
と
な
る
町
内

在
住
の
み
な
さ
ん
を
お
祝
い
す
る
た
め
に
、松

原
町
長
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
の
自
宅
を
訪
問
し
て
、

祝
品
な
ど
を
贈
呈
。本
町
で
は
、山
内
八
重
子

さ
ん（
蒲
生
）を
は
じ
め
五
名
の
方
が
、今
年

度
に
百
歳
を
迎
え
ら
れ
ま
す
。

同
訪
問
で
松
原
町
長
は
、「
こ
れ
か
ら
も
元

気
で
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
」と
百
歳
を
迎
え

る
み
な
さ
ん
に
声
を
か
け
た
後
、祝
品
を
手
渡

し
ま
し
た
。

ま
た
、横
田
所
長
か
ら
は
、京
都
府
知
事
の

祝
状
と
記
念
品
の
贈
呈
、内
閣
総
理
大
臣
か
ら

の
祝
状
と
記
念
品
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

15 京丹波■ No.36 14

百歳を迎える山内さんとお祝いに
訪れた松原町長

人
と
の
出
会
い
や
会
話
が
人
生
を
か
え
る

子
育
て
講
演
会

子
育
て
講
演
会（
京
丹
波
町
青
少
年
育
成

協
会
・
京
丹
波
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
主

催
）が
八
月
三
十
日
、わ
ち
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
、五
十
六
人
が
参
加
し
ま
し

た
。同

講
演
会
は
、い
じ
め
や
非
行
に
は
し
る
子

ど
も
た
ち
の
背
景
や
社
会
の
問
題
点
を
知
る

こ
と
で
、地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
を
守
り

育
て
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
。講
師
の
具
志
ア

ン
デ
ル
ソ
ン
飛
雄
馬
さ
ん
は
、「
だ
か
ら
生
き

る
ん
だ
〜
元
暴
走
族
を
立
ち
直
ら
せ
た
も
の

と
は
〜
」を
テ
ー
マ
に
、こ
れ
ま
で
の
人
生
経

験
を
踏
ま
え
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

具
志
さ
ん
は
、日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
で
国
籍
や

子
育
て
で
大
切
な
の
は

「
褒
め
る
」気
持
ち

き
ら
り
セ
ミ
ナ
ー
☆
Ⅱ

町
と
京
丹
波
き
ら
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会

が
主
催
す
る「
き
ら
り
セ
ミ
ナ
ー
☆
Ⅱ
」（
京

丹
波
町
男
女
共
同
参
画
講
座
）が
九
月
二
日
、

「
Ｋ
Ｙ
Ｏ
の
あ
け
ぼ
の
大
学
」地
域
講
座
と
し

て
和
知
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、六
十

九
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
の
講
座
で
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
女
性
と

子
ど
も
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
関
西
の
事
務
局
次

長
・
井
山
里
美
さ
ん
が
、「
叩
か
ず　

甘
や
か

さ
ず　

子
育
て
を
楽
し
む
方
法
」を
テ
ー
マ
に

講
演
。井
山
さ
ん
は
、「
し
つ
け
と
虐
待
は
ま
っ

た
く
違
う
し
、叩
か
れ
な
が
ら
育
っ
た
子
ど
も

た
ち
は
愛
情
を
知
ら
ず
に
大
人
な
っ
て
し
ま

う
。し
つ
け
の
基
本
は
、で
き
る
ま
で
何
度
で

も
繰
り
返
し
て
話
す
こ
と
な
の
で
、叩
く
こ
と

を
し
つ
け
と
思
わ
な
い
で
ほ
し
い
。ま
た
、で
き

な
い
の
で
怒
る
の
で
は
な
く
、少
し
で
も
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
と
こ
ろ
を
見
つ
け
て『
褒
め

る
』気
持
ち
が
、子
育
て
に
は
大
切
」と
話
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
後
は
、十
一
月
二
十
五
日
に
ド
メ
ス
テ
ィ

ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
座

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

わたしたちの町
人　 口

１７，235（－14）
男

８，167（－7）
女

９，068（－7）
世帯数

６，４95（＋5）
10月1日現在／（　）は前月比

会
の
み
な
さ
ん
か
ら
取
り
組
み
状
況
な
ど
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、意
見
交
換
会
で
は
、「
住
民
自
治
組

織
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
町
民
に
伝
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
」「
行
政
主
導
で
は
な
く
、地

域
の
人
た
ち
の『
や
る
気
』を
い
か
に
引
き
出

す
か
が
大
切
で
は
な
い
か
」な
ど
の
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

ん
で
草
引
き
に
励
み
ま
し
た
。

同
会
で
は
、楽
し
み
な
が
ら
草
引
き
を
す

る
た
め
の
工
夫
と
し
て
、一
時
間
の
制
限
時
間

内
に
引
い
た
草
の
量
を
計
量
し
、上
位
三
位

ま
で
に
景
品
を
贈
呈
す
る
こ
と
を
企
画
。く
わ

な
ど
の
道
具
を
使
っ
て
一
生
懸
命
に
草
引
き

を
し
た
結
果
、今
年
は
十
七
・
四
キ
ロ
グ
ラ
ム

の
記
録
が
一
番
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、参
加
者
は
、用
意
さ
れ
た
焼
き

そ
ば
や
カ
レ
ー
を
食
べ
な
が
ら
交
流
を
深
め

る
と
と
も
に
、き
れ
い
に
な
っ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
競
技
し
た
り
、隣

接
す
る
体
育
館
で
卓
球
な
ど
を
し
て
楽
し
み

ま
し
た
。

横一列に並んで目の前の草を引いていく参加者（和知北部コミュニティー広場・下粟野）

名
前
が
違
う
こ
と
か
ら
少
年
時
代
に
い
じ
め

ら
れ
、そ
こ
か
ら
抜
け
出
す
た
め
に
暴
走
族
に

入
っ
た
経
験
を
振
り
返
り
な
が
ら
、「
子
ど
も

た
ち
が
同
じ
過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に

も
、学
校
や
家
庭
で
人
権
の
大
切
さ
を
教
え
て

ほ
し
い
」と
参
加
者
に
話
し
ま
し
た
。

ま
た
、多
く
の
人
と
の
出
会
い
や
会
話
、家

庭
を
築
い
た
こ
と
に
よ
り
自
分
自
身
の
気
持

ち
が
変
わ
っ
て
い
っ
た
こ
と
も
話
さ
れ
、「
出
会

い
を
大
切
に
、時
に
は
一
言
で
人
生
が
か
わ

る
」「
世
間
の
評
価
よ
り
自
分
を
信
じ
ろ
」な

ど
、こ
れ
ま
で
の
心
に
残
っ
た
言
葉
を
ス
ラ
イ

ド
を
通
じ
て
参
加
者
に
伝
え
ま
し
た
。

これまでの人生経験を踏まえて講演される具志さん（和知ふれあいセンター・本庄）

講師の話しを聞く参加者（和知ふれあいセンター・本庄）

し
の

し
み
な
が
ら
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
草
引
き
を

第
三
回
北
部
ナ
イ
タ
ー
で
あ
そ
ぼ
会

楽京
丹
波
町
北
部
振
興
会
主
催
の「
第
三
回

北
部
ナ
イ
タ
ー
で
あ
そ
ぼ
会
」が
八
月
三
十
一

日
、地
元
住
民
ら
約
百
三
十
人
が
参
加
す
る
中
、

下
粟
野
地
内
の
和
知
北
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
広

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、グ
ラ
ウ
ン
ド
内
の
草
引
き

や
夕
食
、グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
の
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
む
こ
と
で
、子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
が
親
交
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
実

施
。同
会
会
長
の
藤
田
昌
啓
さ
ん（
西
河
内
）が

「
普
段
利
用
す
る
施
設
で
、自
分
た
ち
で
で
き

る
こ
と
は
行
い
、夏
の
夜
の
ひ
と
と
き
を
み
ん
な

で
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
」と
あ
い
さ
つ
し
た

後
、参
加
者
ら
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
横
一
列
に
並

い　

や
ま  

さ
と   

み



美
地
域
の
新
た
な
活
性
化
拠
点「
四
季
の
里
」

旧
質
美
保
育
所
利
活
用
開
始
式

九
月
六
日
、旧
質
美
保
育
所
を
利
活
用

し
た「
四
季
の
里
」の
開
始
式
が
、同
所
跡
地

で
行
わ
れ
、地
元
住
民
ら
二
十
一
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

旧
質
美
保
育
所
が
閉
園
後
、質
美
地
域

で
は
残
さ
れ
た
施
設
な
ど
の
活
用
方
法
を

検
討
す
る
た
め
に
、昨
年
十
一
月
に「
質
美

保
育
所
跡
地
利
用
検
討
委
員
会
」を
設
置
。

こ
れ
ま
で
に
会
議
や
現
地
踏
査
な
ど
で
利

活
用
方
法
を
検
討
さ
れ
て
き
た
結
果
、質

美
地
域
の
活
性
化
の
拠
点
と
す
る
こ
と
が

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

開
始
式
で
は
、四
十
二
点
の
応
募
の
中

か
ら
選
ば
れ
た
新
た
な
施
設
名
称「
四
季

の
里
」が
披
露
さ
れ
、関
係
者
ら
が
序
幕
を

実
施
。そ
の
後
、質
美
地
域
振
興
協
議
会
長

の
三
好
久
男
さ
ん（
質
美
）が「
こ
の
四
季
の

里
を
多
く
の
み
な
さ
ん
に
活
用
い
た
だ
き
、

質
美
の
人
と
地
域
が
ま
す
ま
す
元
気
に
な

質

る
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
し
、参

加
者
ら
と
と
も
に
新
た
な
活
性
化
拠
点
の
開

始
を
祝
い
ま
し
た
。

な
お
、四
季
の
里
は
今
後
、質
美
地
域
農
村

活
性
化
委
員
会
と
質
美
地
域
農
場
づ
く
り
協

議
会
、総
合
武
道
・
技
心
館
が
年
間
を
通
し
て

利
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、地
元
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
の
活
用
も
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

発行／京丹波町　〒622-0292京都府船井郡京丹波町蒲生八ツ谷62番地6　電話（0771）82-0200（代表）・（0771）82-3801（直通）　企画・編集／企画情報課
［ホームページアドレス］http://www.town.kyotamba.kyoto.jp　［電子メール］kikaku30@town.kyotamba.kyoto.jp

編集
後記

月日が経つのは早いもので、
10月11日で京丹波町発足から
3年目を迎えました。
これまでの出来事を振り返っ

てみようと考えた時、何気なく手にしたのが「広
報京丹波」。その時々の情報をお知らせする広
報紙が、年数が経つと歴史を記す大切な存在に
なることに改めて気付きました。
広報担当になって半年。編集子の広報を見る

ことで、京丹波町の歴史を振り返ってもらえるよ
うに、初心に戻って「わかりやすい広報紙づくり」
に努めたいと思います。（Ｋ）

京丹波のまちのニュースを
お届けします
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野
小
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
京
都
府
代
表
に
決
定

Ｊ
‐
Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
大
賞
二
〇
〇
八

竹
野
小
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が「
Ｊ
‐

Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
大
賞
二
〇
〇
八
」（
同
実
行
委
員

会
主
催
）の
都
道
府
県
等
代
表
校
に
選
ば

れ
、九
月
十
六
日
に
同
校
で
表
彰
状
の
贈

呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
大
賞
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開

さ
れ
て
い
る
小
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

竹

対
象
に
、わ
か
り
や
す
さ
や
更
新
頻
度
、学
校

情
報
の
公
開
状
況
な
ど
の
客
観
的
基
準
に
よ

り
、選
考
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
約
千
人
が
審
査
を
実

施
。今
年
は
一
万
八
千
二
百
四
十
八
校
の
中
か

ら
、都
道
府
県
等
代
表
校
五
十
二
校（
都
道

府
県
一
位
、特
別
推
薦
な
ど
）と
都
道
府
県
最

優
秀
校
約
四
百
校（
都
道
府
県
二
―
十
位
な

ど
）を
選
考
さ
れ
、同
校
が
京
都
府
の
代
表
校

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

贈
呈
式
で
は
、大
東
均
校
長
が
、全
校
児
童

の
前
で
同
実
行
委
員
会
事
務
局
の
小
泉
さ
ん

（
損
保
ジ
ャ
パ
ン
京
都
支
店
長
）か
ら
表
彰
状

を
受
け
取
り
、「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
っ
て
竹
野

小
学
校
の
こ
と
を
世
界
中
の
人
が
見
て
い
ま

す
。『
若
竹
っ
子
』と
し
て
元
気
に
育
っ
て
く
だ

さ
い
」と
児
童
た
ち
に
話
し
ま
し
た
。

な
お
、十
月
中
旬
に
は
全
国
大
会
の
選
考

が
行
わ
れ
、同
大
賞
と
文
部
科
学
大
臣
賞
、総

務
大
臣
賞
、経
済
産
業
大
臣
賞
な
ど
が
決
定

し
ま
す
。

月
一
日
は

「
あ
い
さ
つ
運
動
の
日
」

京
丹
波
町
青
少
年
育
成
協
会
が

「
あ
い
さ
つ
運
動
」を
実
施

九
月
一
日
、京
丹
波
町
青
少
年
育
成
協

会
の
委
員
ら
が
、各
小
中
学
校
前
や
通
学

路
で「
あ
い
さ
つ
運
動
」を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
運
動
は
、大
人
か
ら
小
中
学
生
に

積
極
的
に
声
を
か
け
る
こ
と
で
、地
域
と
の

つ
な
が
り
や
、安
心
・
安
全
な
環
境
づ
く
り

に
努
め
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
。同
協
会
で

は
、毎
月
一
日
を「
あ
い
さ
つ
運
動
の
日
」と

定
め
、各
集
落
の
青
少
年
育
成
委
員
と
協

毎

力
し
た
取
り
組
み
を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

夏
休
み
が
終
わ
っ
て
初
登
校
日
と
な
る
九

月
一
日
。各
小
中
学
校
や
通
学
路
に
集
ま
っ
た

委
員
の
み
な
さ
ん
が「
お
は
よ
う
」と
声
を
か

け
る
と
、小
中
学
生
ら
は「
お
は
よ
う
ご
ざ
い

ま
す
」と
笑
顔
で
元
気
よ
く
返
事
を
し
て
い
ま

し
た
。

ま
た
、同
協
会
は
、「
地
域
の
子
ど
も
は
地

域
で
守
り
育
て
る
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、

夏
祭
り
で
の
街
頭
指
導
や
子
育
て
講
演
会
の

開
催
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

毎日更新をされ、常に新しい情報をお知らせしている
竹野小学校のホームページ
（http://www.town.kyotamba.kyoto.jp/takeno-es/）

表彰状を受け取る大東校長（竹野小学校・高岡）

笑顔であいさつを交わし、学校へ向かう児童
（和知小学校・本庄）

新たな施設名称「四季の里」の除幕を行う関係者
（四季の里・質美）
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